
議
員
提
出
第
七
号
議
案

雇
用
と
住
居
な
ど
国
民
生
活
の
安
定
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

現
在
、
金
融
市
場
は
百
年
に
一
度
と
も
言
わ
れ
て
い
る
危
機
に
陥
っ
て
い
る
。

今
後
、
正
規
雇
用
者
を
含
む
大
量
失
業
者
の
発
生
が
憂
慮
さ
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
非
正
規
雇
用
者
を
中
心
に

失
業
者
が
急
増
し
つ
つ
あ
り
、
国
民
の
雇
用
不
安
・生
活
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。

本
県
に
お
い
て
も
、
昨
年
末
よ
り
進
出
企
業
の
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
大
量
解
雇
が
行
わ
れ
た
が
、
県
を
は
じ

め
と
す
る
多
く
の
関
係
自
治
体
が
臨
時
職
員
と
し
て
の
採
用
や
公
営
住
宅
へ
の
入
居
の
あ
っ
せ
ん
、
民
間
企
業
に
お

い
て
も
求
人
な
ど
の
支
援
策
を
打
ち
出
し
、
さ
ら
に
一
般
の
市
民
か
ら
も
寄
附
の
申
し
出
が
あ
る
な
ど
、
解
雇
さ

れ
た
労
働
者
の
生
活
を
支
援
す
る
動
き
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

政
府
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
、
離
職
者
の
住
居
な
ど
生
活
の
安
定
の
確
保
、
円
滑
な
再
就
職
、
職
業
訓
練

の
実
施
な
ど
必
要
な
支
援
を
機
動
的
に
行
う
と
と
も
に
、
や
む
を
得
な
い
場
合
の
生
活
保
護
制
度
に
よ
る
救
済
に

つ
い
て
緊
急
に
、
全
力
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
お
い
て
も
、
必
死
で
雇
用
の
維
持
を
図
ろ
う
と
し

て
い
る
地
場
中
小
零
細
企
業
に
対
す
る
支
援
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
大
企
業
の
安
易
な
解
雇
や
内
定
取
り
消
し

に
対
し
て
も
指
導
・
監
督
を
強
化
し
、
雇
用
の
維
持
、
確
保
に
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
民
生
活
の
安
定
に

向
け
た
十
分
な
支
援
を
行
う
よ
う
強
く
求
め
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
六
日
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